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1. 平成28年3月期第3四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
   なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 親会社株主に帰属する四半期純利
益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第3四半期 103,561 8.2 42,828 11.6 28,188 17.3
27年3月期第3四半期 95,649 8.5 38,352 12.4 24,023 15.1

（注）包括利益 28年3月期第3四半期 28,452百万円 （△4.7％） 27年3月期第3四半期 29,859百万円 （14.6％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

28年3月期第3四半期 119.26 119.16
27年3月期第3四半期 101.43 101.29

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第3四半期 4,390,418 301,374 6.8
27年3月期 4,284,990 292,128 6.7
（参考）自己資本 28年3月期第3四半期 299,099百万円 27年3月期 290,056百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

平成27年3月期期末配当金の内訳 普通配当 10円50銭 記念配当 1円00銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 8.50 ― 11.50 20.00
28年3月期 ― 9.50 ―
28年3月期（予想） 9.50 19.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

経常収益 経常利益 親会社株主に帰属する当期
純利益

1株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 134,500 2.5 53,400 △0.0 35,300 7.3 150.13



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、【添付資料】3ページ「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項 （1）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧くだ
さい。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、【添付資料】3ページ「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項 （2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧くださ
い。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報ならびに合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期3Q 232,139,248 株 27年3月期 258,139,248 株
② 期末自己株式数 28年3月期3Q 703,772 株 27年3月期 20,855,687 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期3Q 236,350,136 株 27年3月期3Q 236,842,566 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 
 

当第 3 四半期連結累計期間の経営成績について、経常収益は、貸出金利息の増加による

資金運用収益の増加等により、前年同期比 79 億 12 百万円増加し、1,035 億 61 百万円とな

りました。経常費用は、役務取引等費用ならびにその他経常費用の増加等により、前年同期

比 34 億 36 百万円増加の 607 億 32 百万円となりました。 

この結果、経常利益は、前年同期比 44 億 76 百万円増加し、428 億 28 百万円となりまし

た。 

親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比 41 億 65 百万円増加し、281 億 88

百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 
 

貸 出 金 の当 第 3 四 半 期 連 結 会 計 期 間 末 残 高 は、前 年 度 末 に比 べ、個 人 ローン(単 体 )が

1,120 億 26 百万円増加し、全体では 712 億 13 百万円増加の 3 兆 819 億 61 百万円となり

ました。 

有価証券の当第 3 四半期連結会計期間末残高は、前年度末比 76 億 57 百万円増加し、

2,364 億 9 百万円となりました。 

預金の当第 3 四半期連結会計期間末残高は、前年度末に比べ、個人預金が 1,558 億 23

百万円増加し、全体では 996 億 33 百万円増加の 4 兆 524 億 79 百万円となりました。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 
 

平成 28 年 3 月期の業績予想につきましては、平成 27 年 11 月 10 日公表の数値から変更はありません。 

 

＜連結＞ 

 通    期 

経 常 収 益 １３４，５００百万円

経 常 利 益  ５３，４００百万円

親 会 社 株 主 に帰 属 する当 期 純 利 益  ３５，３００百万円

 

＜単体＞ 

 通    期 

経 常 収 益 １２３，５００百万円

業 務 純 益  ５６，５００百万円

経 常 利 益  ５２，５００百万円

当 期 純 利 益  ３５，０００百万円
 

実 質 与 信 費 用  ３，０００百万円

 

（注） 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している

情報ならびに合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束

する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性

があります。  
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の処理） 

当 社 ならびに連 結子 会社 の税 金費用 は、当第 3 四半期 累計 期間を含 む年 度の税 引

前 当 期 純 利 益 に対 する税 効 果 会 計 適 用 後 の実 効 税 率 を合 理 的 に見 積 り、税 引 前 四 半

期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定しております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年 9 月 13 日。以下、「企業結合会計

基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年 9 月 13 日。以

下、「連結会計基準」という。）、および「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成 25

年 9 月 13 日。以下、「事業分離等会計基準」という。）等を、第 1 四半期連結会計期間から適用し、支配

が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するととも

に、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、第 1

四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取

得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映さ

せる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更ならびに少数株主持分から非支配

株主持分への表示の変更を行なっております。当該表示の変更を反映させるため、前第 3 四半期連結

累計期間ならびに前連結会計年度については、四半期連結財務諸表ならびに連結財務諸表の組替え

を行なっております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58－2 項（4）、連結会計基準第 44－

5 項（4）および事業分離等会計基準第 57－4 項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、第 1 四半期

連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第 3 四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部     

  現金預け金 794,594 913,316 

  コールローン及び買入手形 127,102 36,668 

  商品有価証券 107 44 

  金銭の信託 1,114 1,105 

  有価証券 228,752 236,409 

  貸出金 3,010,748 3,081,961 

  外国為替 2,563 2,490 

  リース債権及びリース投資資産 5,458 5,367 

  その他資産 46,173 43,443 

  有形固定資産 49,954 50,609 

  無形固定資産 30,743 30,396 

  退職給付に係る資産 6,288 7,245 

  繰延税金資産 440 258 

  支払承諾見返 3,620 3,419 

  貸倒引当金 △22,673 △22,317 

  資産の部合計 4,284,990 4,390,418 

負債の部     

  預金 3,952,846 4,052,479 

  借用金 2,535 2,290 

  外国為替 3 2 

  その他負債 25,847 23,679 

  賞与引当金 707 7 

  役員賞与引当金 140 － 

  退職給付に係る負債 249 250 

  役員退職慰労引当金 3,099 3,219 

  睡眠預金払戻損失引当金 327 119 

  偶発損失引当金 342 323 

  繰延税金負債 3,142 3,253 

  支払承諾 3,620 3,419 

  負債の部合計 3,992,862 4,089,044 

純資産の部     

  資本金 30,043 30,043 

  資本剰余金 21,013 － 

  利益剰余金 229,924 244,647 

  自己株式 △16,110 △801 

  株主資本合計 264,870 273,889 

  その他有価証券評価差額金 21,673 22,134 

  繰延ヘッジ損益 △101 △103 

  退職給付に係る調整累計額 3,613 3,178 

  その他の包括利益累計額合計 25,185 25,209 

  新株予約権 112 75 

  非支配株主持分 1,959 2,199 

  純資産の部合計 292,128 301,374 

負債及び純資産の部合計 4,284,990 4,390,418 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

経常収益 95,649 103,561 

  資金運用収益 81,472 88,537 

    （うち貸出金利息） 78,753 84,275 

    （うち有価証券利息配当金） 1,989 3,415 

  役務取引等収益 9,338 9,592 

  その他業務収益 3,229 3,895 

  その他経常収益 1,610 1,534 

経常費用 57,296 60,732 

  資金調達費用 3,004 3,464 

    （うち預金利息） 2,940 3,373 

  役務取引等費用 10,024 10,933 

  その他業務費用 2,517 2,667 

  営業経費 36,908 36,756 

  その他経常費用 4,841 6,911 

経常利益 38,352 42,828 

特別利益 30 9 

  固定資産処分益 10 9 

  新株予約権戻入益 20 － 

特別損失 699 368 

  固定資産処分損 699 368 

税金等調整前四半期純利益 37,683 42,469 

法人税等 13,603 14,090 

四半期純利益 24,080 28,378 

非支配株主に帰属する四半期純利益 56 190 

親会社株主に帰属する四半期純利益 24,023 28,188 
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四半期連結包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 24,080 28,378 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 5,998 511 

  繰延ヘッジ損益 △25 △2 

  退職給付に係る調整額 △193 △435 

  その他の包括利益合計 5,779 73 

四半期包括利益 29,859 28,452 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 29,754 28,212 

  非支配株主に係る四半期包括利益 104 240 
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

① 自己株式の取得 

 当社は、平成 27 年 11 月 10 日開催の取締役会において、会社法第 156 条第 1 項の規定に基づく自

己株式の取得を行なうことを決議し、平成 27 年 11 月 11 日に実施いたしました。これにより、自己株式

が 143 億 56 百万円増加しております。 

 

② 自己株式の消却 

 当社は、平成 27 年 12 月 18 日開催の取締役会において、会社法第 178 条の規定に基づく自己株式

の消却を行なうことを決議し、平成 27 年 12 月 29 日付で普通株式 26,000,000 株を消却いたしました。こ

れにより、当第 3 四半期連結累計期間において資本剰余金 210 億 99 百万円、利益剰余金 84 億 81 百

万円および自己株式 295 億 81 百万円がそれぞれ減少しております。 

 

４． その他 

  （訴訟の終了について） 

当社は、銀行業務全般をつかさどる基幹系システムの刷新を目指し、同システムの開発を日本アイ・

ビー・エム株式会社に委託しましたが、同社の責によりシステム開発を中止せざるを得なくなったこと等

に基づき、平成 20 年 3 月 6 日、同社に対し、当社が被った損害の賠償を求める訴訟を東京地方裁判所

に提起しておりました。 

この訴訟について、平成 24 年 3 月 29 日、東京地方裁判所は、日本アイ・ビー・エム株式会社に対し、

当社が被った実損害に相当する 74 億 13 百万円ならびにこれに対する遅延損害金の支払いを命ずる旨

の判決を言い渡しました。同判決を不服とした日本アイ・ビー・エム株式会社は、平成 24 年 3 月 30 日、

東京高等裁判所に控訴し、平成 25 年 9 月 26 日、日本アイ・ビー・エム株式会社に対し、41 億 72 百万円

ならびにこれに対する遅延損害金の支払いを命じるとともに、日本アイ・ビー・エム株式会社の反訴請求

（請求額：125 億 51 百万円）を全面的に棄却する判決が言い渡されました。 

当社ならびに日本アイ・ビー・エム株式会社は同判決を不服として、それぞれ平成 25 年 10 月 9 日、平

成 25 年 10 月 1 日に最高裁判所に上告ならびに上告受理申立てを行なっておりましたが、平成 27 年 7

月 8 日、最高裁判所は、両社の上告棄却ならびに上告受理申立てを不受理とする決定をしました。これ

により、上記控訴審判決が確定し、当該訴訟は終了しております。 

これに伴い、当第 3 四半期連結累計期間において、控訴審の判決金額ならびに年 5 分の割合による

遅延損害金の入金額と当該訴訟に係る仮払金等との差額 24 百万円を訴訟損失としてその他経常費用

に計上しております。また、当該システム開発に係る連結会社相互間の取引により消去されていた未実

現利益の実現による戻入額 4 億 6 百万円をその他経常収益に計上しております。 
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（１）平成 28 年 3 月期 第 3 四半期 損益概況（単体） 
 

     （単位：百万円）

  平成 28 年 3 月期

第 3 四半期（Ａ） 

（平成 27 年 4 月～12 月）

平成 27 年 3 月期

第 3 四半期（Ｂ） 

（平成 26 年 4 月～12 月）

比較 

（Ａ）-（Ｂ） 

 
平成 27 年 3 月期

通期 

業務粗利益 79,304 73,671 5,633  99,452

 資金利益 80,543 74,760 5,783  100,368

 役務取引等利益 △2,078 △1,355 △723  △2,003

 その他業務利益 

（国債等債券損益） 

838

（        781

266

181

572 

600）

 1,087

（      991）

コア業務粗利益（注 2） 78,522 73,490 5,032  98,460

経費 34,712 34,919 △207  45,600

 人件費 13,787 13,619 168  18,114

 物件費 18,194 18,819 △625  24,300

コア業務純益（注 3） 43,810 38,570 5,240  52,860

一般貸倒引当金繰入額（注 4） ― ― ―  ―

業務純益 44,591 38,751 5,840  53,852

臨時損益 △3,147 △1,458 △1,689  △2,000

 株式等損益 182 169 13  △221

経常利益 41,443 37,292 4,151  51,850

特別損益 △349 △675 326  △1,050

税引前四半期（当期）純利益 41,093 36,617 4,476  50,799

法人税等（注 5） 13,519 13,218 301  18,664

四半期（当期）純利益 27,573 23,398 4,175  32,135

                                                      （単位：百万円） 

与信費用（注 6） 3,641 1,647 1,994  1,726

 一般貸倒引当金繰入額（注 4） ― ― ―  ―

 不良債権処理額 3,752 3,070 682  4,211

貸倒引当金戻入益（注 4） 110 1,422 △1,312  2,485

償却債権取立益 454 452 2  747

実質与信費用（注 7） 3,187 1,194 1,993  979

（注）1. 記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。 
2. コア業務粗利益＝業務粗利益－国債等債券損益 
3. コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益 
4. 平成 28 年 3 月期第 3 四半期、平成 27 年 3 月期および平成 27 年 3 月期第 3 四半期において、 

一般貸倒引当金の取崩額が個別貸倒引当金繰入額を上回り、貸倒引当金が取崩超過となりました 
ので、取崩超過額を貸倒引当金戻入益に計上しております。 

5. 平成 27 年 3 月期の法人税等は、法人税等合計の金額を記載しております。 
6. 与信費用＝一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額－貸倒引当金戻入益 
7. 実質与信費用＝与信費用－償却債権取立益 

平成 28 年 3 月期 第 3 四半期 決算説明資料 
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（２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（単体） 

 （単位：百万円） 

 平成 27 年 12 月末 平成 26 年 12 月末  平成 27 年 3 月末 

破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 
7,517 7,847 

 
7,540

危険債権 16,328 18,852 
 

18,817

要管理債権 18,230 20,115 
 

19,391

合計 

（金融再生法ベースの開示額） 
42,076 46,815 

 
45,748

     

総与信に占める開示額の割合 

（不良債権比率） 
1.35 % 1.56 % 

 
1.50 %

 
（注） 1. 記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。 

 2. 総与信額＝貸出金＋外国為替＋貸出金未収利息＋支払承諾見返＋貸付有価証券＋貸出金に準ずる仮払金＋ 

当社保証付私募債 （要管理債権は貸出金のみ） 

 3. 上記の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する各債権の 

カテゴリーにより分類しております。 

4. 債務者区分等の関係 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 自己査定における「実質破綻先」、「破綻先」に対する債権 

危険債権   自己査定における「破綻懸念先」に対する債権 

 要管理債権  自己査定における「要注意先」に対する債権のうち、債権ごとの区分で 

「３カ月以上延滞債権」ならびに「貸出条件緩和債権」に該当する債権 

 

（３）自己資本比率（国内基準） 

＜単体＞                                                （単位：百万円） 

 27 年 12 月末 26 年 12 月末   27 年 3 月末 

自己資本比率 12.16% 11.90% 11.59%

自己資本（コア資本） 277,889 265,901 267,294

コア資本に係る基礎項目 282,082 265,967 271,341

コア資本に係る調整項目（△） 4,192 66 4,046

リスク・アセット等 2,284,432 2,233,742 2,305,278

総所要自己資本額 91,377 89,349 92,211
 

＜連結＞                                                          （単位：百万円） 

 27 年 12 月末 26 年 12 月末   27 年 3 月末 

自己資本比率 12.29% 12.00% 11.69%

自己資本（コア資本） 284,563 271,332 272,831

コア資本に係る基礎項目 291,535 273,632 279,778

コア資本に係る調整項目（△） 6,972 2,300 6,947

リスク・アセット等 2,314,941 2,260,819 2,332,561

総所要自己資本額 92,597 90,432 93,302

（注） 1. 記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。 
2. 総所要自己資本額は、リスク・アセット等の額に４％を乗じた額です。
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（４）自己資本の構成に関する事項（国内基準） 

（単位：百万円） 

項目 

平成 27 年 12 月末 
単体 連結 

経過措置によ
る不算入額 

 
経過措置によ
る不算入額 

コア資本に係る基礎項目（１）   
普通株式または強制転換条項付優先株式に係る株主資本の額 269,683  273,889 

うち、資本金および資本剰余金の額 48,629  30,043 
うち、利益剰余金の額 221,855  244,647 
うち、自己株式の額（△） 801  801 

コア資本に算入されるその他の包括利益累計額 ―  635 
 うち、退職給付に係るものの額 ―  635 
普通株式または強制転換条項付優先株式に係る新株予約権の額 75  75 
コア資本に係る調整後非支配株主持分の額 ―  ― 
コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額 12,323  14,955 

うち、一般貸倒引当金コア資本算入額 12,323  14,955 
適格旧非累積的永久優先株の額のうち、コア資本に係る基礎項目
の額に含まれる額 

―  ― 

適格旧資本調達手段の額のうち、コア資本に係る基礎項目の額に含
まれる額 

―  ― 

公的機関による資本の増強に関する措置を通じて発行された資本調
達手段の額のうち、コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額 

―  ― 

土地再評価額と再評価直前の帳簿価額の差額の四十五パーセント
に相当する額のうち、コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額 

―  ― 

非支配株主持分のうち、経過措置によりコア資本に係る基礎項目の
額に含まれる額 

―  1,979 

コア資本に係る基礎項目の額 （イ） 282,082  291,535 
コア資本に係る調整項目（２）   
無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く。）
の額の合計額 

3,789 15,159 5,957 15,413

うち、のれんに係るもの（のれん相当差額を含む。）の額 ― ― 2,103 ―
うち、のれんおよびモーゲージ・サービシング・ライツに係るもの以
外の額 

3,789 15,159 3,853 15,413

繰延税金資産（一時差異に係るものを除く。）の額 ― ― ― ―
適格引当金不足額 ― ― ― ―
証券化取引に伴い増加した自己資本に相当する額 25 ― 25 ―
負債の時価評価により生じた時価評価差額であって自己資本に算
入される額 

― ― ― ―

前払年金費用の額 374 1,499 ― ―
退職給付に係る資産の額 ― ― 986 3,947
自己保有普通株式等（純資産の部に計上されるものを除く。）の額 1 ― 1 ―
意図的に保有している他の金融機関等の対象資本調達手段の額 ― ― ― ―
少数出資金融機関等の対象普通株式等の額 ― ― ― ―
特定項目に係る十パーセント基準超過額 ― ― ― ―
特定項目に係る十五パーセント基準超過額 ― ― ― ―
コア資本に係る調整項目の額 （ロ） 4,192  6,972 
自己資本   

自己資本の額（（イ）-（ロ）） （ハ） 277,889  284,563 
リスク・アセット等（３）   
信用リスク・アセットの額の合計額 2,098,130  2,100,471 

うち、経過措置によりリスク・アセットの額に算入される額の合計
額 

24,462  28,688 

 うち、無形固定資産（のれんおよびモーゲージ・サービシング・
ライツに係るものを除く。） 

22,260  22,634 

 うち、繰延税金資産 ―  258 
 うち、前払年金費用 2,201  ― 
 うち、退職給付に係る資産 ―  5,796 

マーケット・リスク相当額の合計額を八パーセントで除して得た額 ―  ― 
オペレーショナル・リスク相当額の合計額を八パーセントで除して得
た額 

186,302  214,469 

信用リスク・アセット調整額 ―  ― 
オペレーショナル・リスク相当額調整額 ―  ― 
リスク・アセット等の額の合計額 （ニ） 2,284,432  2,314,941 
自己資本比率   
自己資本比率   （（ハ）／（ニ）） 12.16%  ― 
連結自己資本比率   
連結自己資本比率 （（ハ）／（ニ）） ―  12.29% 
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（５）時価のある有価証券の評価差額（単体） 

 （単位：百万円） 

  平成 27 年 12 月末 平成 26 年 12 月末 平成 27 年 3 月末 

 時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額 

    評価益 評価損   評価益 評価損   評価益 評価損

その他有価証券 80,509 31,255 31,527 271 70,791 25,060 25,779 718 73,052 30,820 31,271 451

 株式 54,797 29,221 29,255 34 47,959 21,659 22,337 677 52,687 26,794 27,209 414

 債券 3,788 47 48 0 2,513 48 49 0 1,933 40 40 0

 その他 21,924 1,987 2,223 235 20,318 3,352 3,393 40 18,431 3,985 4,021 36

（注）  1. 記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。 

2. 時価のある子会社・関連会社株式は該当がないため記載しておりません。 

3. 「評価差額」ならびに「含み損益」は、期末時点の時価と取得価額との差額を計上しております。 

4. 満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。 

 （単位：百万円） 

  平成 27 年 12 月末 平成 26 年 12 月末 平成 27 年 3 月末 

 帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益 

    含み益 含み損   含み益 含み損   含み益 含み損

満期保有目的の
債券 145,080 △43 9 53 145,162 △53 17 71 145,141 △162 0 162

 

 

（６）個人預り資産の残高（単体） 

 （単位：百万円） 

  
平成 27 年 12 月末

前年同期末比 
平成26年12月末 

 
平成 27 年 3 月末 

 金額 伸率  

個人預り資産残高 3,259,918 136,054 4.3 % 3,123,864  3,131,343

 うち円貨預金 3,038,891 171,059 5.9 % 2,867,832  2,882,275

 うち投資性商品 221,026 △35,006 △13.6 % 256,032  249,068

  うち外貨預金 6,352 △1,242 △16.3 % 7,594  7,146

 うち国債等保護預り 15,606 △10,284 △39.7 % 25,890  22,325

  うち投資信託 124,200 △8,334 △6.2 % 132,534  134,307

  うち個人年金保険 59,784 △16,217 △21.3 % 76,001  71,000

  うち一時払終身保険 15,082 1,070 7.6 % 14,012  14,288

 投資性商品比率 6.7 % △1.4 % 8.1 %  7.9 %

（注） 記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。 
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（７）預金・貸出金の残高（単体） 

 （単位：百万円） 

  
平成 27 年 12 月末 

前年同期末比 
平成 26 年 12 月末 

 
平成 27 年 3 月末

 金額 伸率  

預  金（末残） 4,058,746 192,198 4.9 % 3,866,548  3,959,197

 うち個人預金 3,045,244 169,818 5.9 % 2,875,426  2,889,421

    

貸出金（末残） 3,082,228 119,287 4.0 % 2,962,941  3,011,310

 うち個人ローン 2,722,231 139,399 5.3 % 2,582,832  2,610,205

  うち住宅ローン 1,972,316 7,566 0.3 % 1,964,750  1,956,248

     

  
 

当第 3 四半期 

（平成 27 年 4 月～12 月）

前年同期比 前第 3 四半期 

（平成 26 年 4 月～12 月） 

 平成 27 年 3 月期

通期  金額 伸率  

預  金（平残） 3,994,532 199,209 5.2 % 3,795,323  3,813,149

貸出金（平残） 2,984,856 117,312 4.0 % 2,867,544  2,883,802

 

 （単位：億円） 

 当第 3 四半期 

（平成27年4月～12月）

 平成 27 年 3 月期

通期 

個人ローン実行額 3,336  3,932

 

（参考）ゆうちょ銀行代理事業取扱い分 （単位：億円） 

 当第 3 四半期 

（平成27年4月～12月）

 平成 27 年 3 月期

通期 

住宅ローン実行額 247  348

（注） 記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。 

 

（８）利ざや（単体） 

＜全 体＞ （単位：％） 

 当第 3 四半期 

（平成 27 年 4 月～12 月）
前年同期比 

前第 3 四半期 

（平成 26 年 4 月～12 月） 
 平成 27 年 3 月期

通期 

貸出金利回り 3.54 0.07 3.47  3.49

預金利回り 0.11 0.01 0.10  0.10

預貸金利ざや 2.28 0.14 2.14  2.19

総資金利ざや 1.42 0.11 1.31  1.35

＜国 内＞ （単位：％） 

 当第 3 四半期 

（平成 27 年 4 月～12 月）
前年同期比 

前第 3 四半期 

（平成 26 年 4 月～12 月） 
 平成 27 年 3 月期

通期 

貸出金利回り 3.55 0.07 3.48  3.51

預金利回り 0.10 0.00 0.10  0.10

預貸金利ざや 2.28 0.13 2.15  2.20

総資金利ざや 1.46 0.12 1.34  1.39

 

以  上 
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